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 静岡県内の人々の暮らしに散りばめられた幾多のドラマ。そんな話題を独自の視点
でクローズアップし、渾身の力を込めてお届けするのが『SBSラジオギャラリー』です。
1990年のスタート以来、多くの感動作を生み、数々の作品が日本民間放送連盟
賞などのコンクールで受賞してきました。今月も昨年放送した『園児のつぶやき～子ど
ものレンズから見える世界～』がギャラクシー賞奨励賞を受賞しています。先月は、２
本の番組を放送し、反響を頂いています。 

 毎年たくさんの応募をいただいている「あなたもコピーライター第14回SBSラジオ
CMコンテスト」が今年も始まりました。今年の協賛企業は25社、20秒のラジオ
CM、80文字程度のCMコピーを募集しています。20秒で表現されるコピーの力、
今年はどのような作品が集まるのか、またその作品が音でどのように表現されるの
か、お楽しみに。 

 SBSラジオギャラリー2本の番組を放送  

 『心は近くに』キャンペーン  
 SBSラジオHPに動画をUP  

「第14回SBSラジオCMコンテスト」募集中 

   2020年6月15日発行 

 「みんなを励まし、元気にしたい。そし
て一緒に明るい未来に向かって行きたい」
という願いを込めて始まったSBSラジオの
キャンペーン『心は近くに～SBSラジオ～』
ではパーソナリティやアーティスト、アス
リートがエールを送ります。今回、県内のJ
リーグの選手からエールが届きました。ラ
ジオの他にもホームページからも聞くこと
が出来ます。ぜひご覧ください。 

『ダンシングジャパン～リズムにのったら手を叩こう～』 
64年の東京オリンピックで歌われていたのは、三波春夫が歌う『東京五輪音頭』、そして今回のオ
リンピックで、耳にするようになったのはFoorinの『パプリカ』です。人々の音楽のリズムはどう変化して
いるのか。1964年と2020年の「2つの東京オリンピック世代」に同じ曲で手拍子をさせたらどうなる
か？を実演しています。ラジオの前のリスナーを巻き込みながら楽しい「ラジオリズムレッスン」を放送
しました。 

 
『まくらを投げれば…伊東で熱くあたたかく』 
2013年から伊東市で「全日本まくら投げ大会」が毎年開催されています。伊東発祥で競技となっ
たまくら投げは徐々に認知され、いまや出場人数は初回の３倍強です。番組は競技まくら投げが
伊東で生まれた経緯や、“古くて新しい遊び”がもたらす喜びを、出場チームの戦いぶりや選手・関
係者たちの声から描きました。 

 ラジオ放送の原点として、SBSラジオの制作力を結集した良質なラジオコンテンツ
『SBSラジオギャラリー』、これからもSBSラジオでは力を入れて制作していきます。 


